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落合町阿部地区に公園を整備
　落合町阿部地区は人口が集中していますが、市民の憩いの場となる公園がありませんでした。
　このたび土地などの条件が整い、３世代交流やイベントなど市民の多彩な活動ができる公
園の整備を進めています。
� ■問い合わせ　都市整備課都市計画係（☎�０２３８）
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子育て応援企業奨励金

パパ･ママ

　市は、雇用する従業員の子育てや地域の
子育てを積極的に応援する事業所に対し、
「パパ・ママ子育て応援企業奨励金」を交付
します。
男性の育児休業取得奨励金
・男性が育児休業制度を取得したとき…�
１件につき10万円

女性の育児休業取得奨励金
・女性が事業所で初めて育児休業制度を取得
したとき…１件につき10万円

再雇用奨励金
・出産育児等で退職した従業員を再雇用した
とき…１件につき10万円

研修会開催奨励金
・仕事と生活の調和に関するセミナーや講演
などの研修会を開催したとき ･･･研修会開
催の必要経費の２分の１以内（10万円が
限度）

※�奨励金の交付には、要件があります。詳し
くは、お問い合わせください。

■問い合わせ
　子ども課子ども支援係（☎�０２８８）
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協定調印後、握手を交わす㈱サイネックス村田社長（左）と
近藤市長（12月14日）
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　「ふるさと納税」制度は、出身地などに寄付
をした場合に、寄付金の分だけ住民税が軽減さ
れるという制度です。この制度は、ふるさとに
愛着を持っている人が寄付を行う場合の経済的
な負担を軽くすることを目的としています。
　この制度を活用して、平成22年度（今年４月
以降）に市へご寄付いただいた人数および金額
は次のとおりです。

○人数：21人
○金額：111万5,600円
　（平成22年12月31日現在）

　今後とも ｢ふるさと高梁｣ の応援をよろしく
お願いします。

※�市外へお住まいで３万円以上の寄付をいただ
いた人に、ふるさと高梁の味を詰め合わせた
「ふるさと小包セット」をお送りしています。

■問い合わせ　企画課企画係（☎�０２０８）

「ふるさと納税」で
ふるさと高梁を応援していただいています

「ふるさと納税」で
ふるさと高梁を応援していただいています


